
第
二
節

太
平
洋
戦
争
下
の
市
民
生
活

544

日
本
の
政
府
や
軍
部
は
、
中
国
の
抵
抗
が
強
い
の
は
、
ア
メ
リ
カ
や
イ
ギ
リ
ス
が
東
南

ア
ジ

ア
経
由

で
中
国
に
援

助
物
資
を
送

っ
て
い
る
か
ら
だ
と
考
え
た
。
そ
の
た
あ
、
援
助
ル
ー
ト
を
絶

つ
と
と
も
に
、

こ
の
地
域
に
勢
力
を

ひ
ろ
げ
て
軍
需
物
資
を
確
保
し
よ
う
と
し
た
。
昭
和
十
五
年

(
一九四〇)、

フ
ラ
ン
ス
が
ド
イ
ッ
に
敗
れ
た
の
を
み
て
、

「大
東
亜
共
栄
圏

一

の
建
設
を
唱
え
て
フ
ラ
ン
ス
領
イ
ン
ド
シ
ナ
北
部
に
進
駐
、
翌
十
六
年
ソ
連
と
中
立
条
約
を
結
ん
で
イ
ン
ド
シ
ナ
南
部
に
も
軍
を
進
め

た
。
こ
れ
に
対
し
、
ア
メ
リ
カ

・
イ
ギ
リ
ス

・
オ
ラ
ン
ダ
な
ど
が
日
本

へ
の
経
済
制
裁
を
強
め
、

ア
メ
リ
カ
は
中
国

や
イ
ン
ド
シ
ナ
か

ら

の
日
本
軍
の
撤
退
を
要
求
し
た
。
日
本
は
十
六
年
十
二
月
八
日
、

ハ
ワ
イ
の
真
珠
湾

に
あ
る
ア
メ
リ
カ
基
地
を
奇
襲
し
、
太
平
洋
戦

争

に
突
入
し
た
。
日
本
は
ア
メ
リ
カ

・
イ
ギ
リ
ス
に
宣
戦
し
、
日
中
戦
争
も
ふ
く
あ
て

「大
東
亜
戦
争
」
と
名
づ

け
た

(駄
坪
弾
纎
特
瀚
蜘

難

等

)。

国
内
の
緊
張
は
い
ち
だ
ん
と
高
ま
り
、
翼
賛
政
治
の
確
立
が
急
が
れ
た
。
大
政
翼
賛
会
が
政
府

の
単
な
る
協
力
機
関
に
な

っ
て
活
力

を
失

っ
た
の
を
み
て
、
十
七
年

一
月
、
大
政
翼
賛
会
の
実
戦
部
隊
と
し
て
大
日
本
翼
賛
壮
年
団

(翼
壮
)
が
結
成
さ
れ
た
。
二
十

一
歳

以
上
の
青
壮
年
の

「同
志
的
組
織
」
で
あ
る
点
が
強
調
さ
れ
た
。

奈
良
市
翼
賛
壮
年
団

(市
翼
壮
)
は
、
同
年
二
月
十

一
日
の
紀
元
節

に
結
成
式
を
挙
行
し
て
つ
ぎ

の
よ
う
な
宣
誓
を
行

っ
た
。

(
目
略
)
謹

ン
デ
大
詔

ヲ
蠢

シ
、
万
量

賛

ノ
本
旨

二
則
リ
、
如
何

ナ

ル
困
苦
欠
乏

ニ
モ
堪

へ
、
国
簍

繚

シ
冷
静

且

ッ
沈
着

、

克

ク
職
務

 ヲ
奉
行

シ
、
必
勝

ノ
信
念

ト
決
死

ノ
覚

悟
ト

ヲ
以

テ

一
切

ヲ
君

国

二
捧

ゲ
、
断

ジ
テ
時
難

ヲ
克

服

シ
、

以

テ
聖

旨

二
応

へ
奉

ラ

ン

コ
ト

ヲ
期

ス

(
『奈
良
市
隣
組
だ
よ
り
』
昭

和
十
七
年
二
月
十
五
日
付

)

太
平
洋
戦
争
と

翼

賛

政

治



第五章 戦争と奈良

そ
の
後
市
翼
壮
は
、
各
学
区
ご
と
に
結
成
す
る
こ
と
に
組
織
を
変
更
す
る
が
、
同
年
十
二
月
六
日
に
発
足
し
た
奈
良
市
佐
保
翼
賛
壮

年
団
は
、
「大
政
翼
賛
運
動

二
挺
身
ス
ル
ヲ
以
テ
」
目
的
と
し
、
佐
保
国
民
学
校

に
本
部
を
置
い
た
。
『昭
和
十
七
年
事
務
報
告
書
』
に

よ
れ
ば
、

町
内
会
、
在
郷
軍
人
会
、
其
ノ
他
諸
団
体
ヨ
リ
選
抜
推
薦
セ
ラ
レ
タ
ル
優
秀
者
ヲ
以
テ
組
織
シ
翼
賛
運
動
二
挺
身
シ
ツ
ツ
ア
リ
。
各
校
区
毎
二
支

か
ん
ば
つ

団
ヲ
設
置
ス
、
総
数
約

一
千
名
、
十
二
月
八
日
大
詔
渙
発

一
周
年
ヲ
記
念
ス
ベ
ク
暁
天
大
会
ヲ
春
日
神
社
社
前
二
於
テ
開
催
セ
リ

と
あ
る
。

十
七
年
四
月
三
十
日
に
衆
議
院
の
総
選
挙

(翼
賛
選
挙
と

呼
ば
れ
た

)
が
行
わ
れ
る
が
、
政
府
は
選
挙
に
先
立

っ
て
翼
賛
政
治
体
制
協
議
会
を
組

織

し
、
政
府

・
軍
部
に
協
力
す
る
候
補
者
を
推
薦
、
公
然
と
選
挙
干
渉
を
行

っ
た
。
推
薦
候
補
者
三
八

一
人
が
当
選

龠
握
髏
難
關
順
駟
焔
人
)、

彼

ら
を
中
心
に
翼
賛
政
治
会
が
つ
く
ら
れ
て
事
実
上
の

一
国

一
党
が
実
現
し
た
。
奈
良
県
で
は
定
員
五
人
の
う
ち
、

四
人
の
推
薦
候
補

者

が
当
選
、
奈
良
市
在
住
の
当
選
者
三
人
の
う
ち
二
人
が
推
薦
候
補
者
で
あ

っ
た
。

奈
良
市

で
も
、
そ
の
年
六
月
四
日
市
会
議
員
の
選
挙
が
行
わ
れ
た
。
選
挙
に
先
立
ち
、
候
補
者
の
推
薦
母
体
と
し
て
翼
賛
市
会
建
設

協
議
会
が
結
成
さ
れ

(前
市
長
松
井
貞
太
郎
貴
族
院
議
員
、
植
村
武
一衆
議
院
議

員
、
関
信
太
郎
奈
良
瓦
斯
会
社
々
長
ら
一四
人
で
構
成

)
、
町
内
会
長
会
か
ら
推
さ
れ
た
二
〇
四
人

の
中
か
ら
三
六
人
を
選
ん

で
推
薦
候
補
者
と
し
た
。
非
推
薦
の
自
由
立
候
補
者
も

一
九
人
を
数
え
、
選
挙
戦
は

「未
曾
有
の
混
戦
」
と
な

っ
た
が
推
薦
候
補
者
の

当

選
二
九
人
、
非
推
薦
の
当
選
七
人
と
い
う
結
果
で
あ

っ
た
。
六
月
十
四
日
、
翼
賛
市
会
建
設
協
議
会
の
松
井

・
植
村

・
関
三
委
員
の

招
待

で
新
議
員
の
懇
談
会
が
開
か
れ
、
議
員
全
員
で
翼
賛
市
政
研
究
会
を
結
成
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。
こ
う
し
て

一
市

一
党
の
体
制
が

実
現
、
名
実
と
も
に
翼
賛
市
会
の
成
立
を
み
た
の
で
あ
っ
た
。

太
平
洋
戦
争
に
入

っ
て
、
生
活
物
資
の
不
足
は
い
っ
そ
う
深
刻
化
し
た
。
す
で
に
米
を
は
じ
あ
砂
糖

・
マ
ッ
チ

・

木
炭

・
酒

・
地
下
足
袋

・
ゴ
ム
靴
な
ど
が
配
給
制
に
な

っ
て
い
た
が

(第
一
節
4
)、
昭
和
十
七
年

(
一九四二
)
の

一
月
か

配

給

生

活

と

食

糧

難

545



表15配 給物資と実施年月 昭和18年12月 現在調

種 別 切符実施年月日 種 別 切符実施年月日 種 別 切符実施年月日

地 下 足 袋 昭和15鈩1月

1

石 鹸
■

昭和17繝

1

米代替用ばれいしょ 昭和18鯉

育児 用 乳製 品 6 生 菓 子 〃

鹽

煎 蚕 豆 7

学 童 用 靴 下 〃

鹽

学童用ゴム底靴 8

i

塩 大 豆 〃

学 童 服 〃 家庭 用乾菓 子 〃 商工省指定洋傘 〃

砂 糖 7

圏

中 入 綿 9

1

湯 葉 〃

衛 生 綿 8

,

片 栗 粉
■

10
i

フ ラ イ ビ ン ズ 8

マ ッ チ 12 豆 炭 11

1

煮 豆
卩

9

木 炭 〃

1

煉 炭 〃 寒 天 〃

糯 米 〃 た ど ん 〃 竹 輪
1

〃

米 昭 和16.3 薪 12 食 酢
1

10

食 用 油 〃
1味 噌

〃 晒 わ か め 〃

小 麦 粉 4

■

醤 油 〃

1

生 う ど ん
1

〃

清 酒 〃

■

大 豆 〃 天 婦 羅 〃

脱 脂 綿 7 蒲 鉾 〃

■

ミ カ ワ 竃 〃

干 麺 9

■

鰹 節 昭 和18.1

1

縫 付 布 靴 〃

石 油 10

1

乾 海 苔 2

■

製 麸 〃

子 供 用 菓 子 11

■

バ ケ ツ 〃

1

軽 金 属 類
■

11

豆 腐 12
i

削 節 〃 和 傘 〃

油 揚 〃 長 切 昆 布 〃

卩

田 麸 〃

塩 昭和17.1

1

ロ ー ソ ク 3

,

米代 替用 甘藷 〃

衣 料 切 符 2 麦 酒 〃 蔬菜登録制配給
■

〃

鶏 卵 3

■

味 付 海 苔 5 鮮魚登録制配給
1

12

業務 用 小麦粉 〃

1

蚊 帳 6 哺 乳 用 乳 首 〃

凍 豆 腐 4

■

だ し 雑 魚 〃

1

病 人 用 氷 枕
■

〃

釘 ・ 針 金 〃

■

ト ロ ロ 昆 布 〃 子供 用下駄 台 〃

『昭和十八年事務報告書及財産表』から作成。
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第五章 戦争と奈良

ら
二
月
に
か
け
て
味
噌

・
醤
油

・
塩
な
ど
が
配
給
制
に
な
り
、
二
月
か
ら
衣
類
が
点
数
切
符

制

に
な
り
、
や
が
て
は
石
鹸
や
煙
草
か
ら
野
菜
や
魚
な
ど
の
生
鮮
食
料
品
も
配
給
の
対
象
と

さ
れ
る
。
こ
れ
を
奈
良
市
に
つ
い
て
み
る
と
表
15
の
と
お
り
だ
が
、
実
施
年
月
は
六
大
都
市

な
ど
の
場
合
と
多
少
の
ズ

レ
が
あ
る
。
そ
れ
に
よ

っ
て
も
、
十
八
年
末
に
は
ほ
と
ん
ど
す
べ

て
の
日
常
生
活
物
資
が
配
給
制
に
な

っ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

戦
局
が
不
利
に
傾
き
は
じ
め
た
十
八
年
ご
ろ
か
ら
は
、
生
産

の
低
下

で
供
給
が
減
り
、

予
定
の
配
給
量
が
維
持
で
き
な
く
な

っ
た
。
野
菜
や
魚

の
生
鮮
食
料
品
を
は
じ
め
と
し

て

米穀配給の通知状

韈
鸛
糶

鑞

韆
鑿
驪
鑽
蕪
繼
靉
黶
靆
戀
轢

がが

　
　
　
　　
　
　
　
ホ
　
　
　

驪
難
懸
難

靉
糶木炭配給の通知状

表16奈 良市 の米 ・麦の配給量(1か 月分) 単位k
g

年齢 昭和1751 昭 和17.9.1 昭 和17.12,1 昭和18.7.1 昭 和19.5.1

米 麦 米 麦 米 麦 米 小麦

■

年齢 米

1～5歳 3.6 0.4 3.3 0.5 3.6 0.25 3.5 0.3 1～5歳 36(1日1209)

6～10歳 6.0 0.7 5.5 o.s 6.0 0.45 5.8 0.4

1

6.7歳 6.0(1日2009)

11～60歳 9.9 1.1 9.1 1.3 9.9 0.7 9.6 0.5 8～10歳 8.1(1日2709)

61歳以 上 9.0 1.0 8.3 1.1 9.0 0.65 8.7 0.5 11～20歳 12.0(1日400g)
■

21～60歳 99(1日3309)

60歳 以上 90(1日3009)

春日野町有文書 ・宮武家文書 ・水原家文書 ・東向北町有文書による。
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日
常
生
活
物
資
の
配
給
量
が
少
量
か

つ
不
規
則
に
な

っ
て
い
っ
た
。
衣
料
品
な
ど
は
、
当
初
大
人

一
人

に
つ
き

一
年
間

で

一
〇
〇
点

(
郡
部
で
は

八
〇
点

)
だ

っ
た
配
給
切
符
が
、
十
九
年
に
は
三
〇
歳
以
上
は
四
〇
点
、
三
〇
歳
以
下
は
五
〇
点

の
割
当
点
数
に
削
ら
れ
た
。
主
食

(米
)
の
配
給
は
、
大
人

一
人

一
日
二
合
三
勺

(働
覧
三
)
が
基
準
だ

っ
た
が
、
雑
穀
の
主
食
代
替
に
よ
る

「総
合
配
給
制
」
が
本
格
的

に

実
施
さ
れ
、
麦
や
い
も
類

・
小
麦
粉

・
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
な
ど
が
米
と
差
引
で
配
給
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。
精
白

に
よ
る
目
減
り
を
防

ぐ
た
め
白
米
も
禁
止
さ
れ

(せ
い
ぜ
い

七
分
搗
き
)、
二
十
年
七
月
か
ら
は
大
人

一
人

一
日
当
り
二
合

一
勺

(働
駐
○
)
に
な
る
。

食
糧
危
機
が
深
刻
化
す
る
に
と
も
な
い
、
食
糧
の
買
出
し
に
近
隣
の
農
村

へ
出
か
け
た
り
、
空
地
を
開
墾
し
て
野
菜
や
い
も
を
作

っ

た
。
『朝
日
新
聞
』
に
よ
れ
ば
、
舟
橋
町
か
ら
下
流
の
佐
保
川
の
堤
防
や
富
雄
川
の
河
筋
が
な
か
な
か
よ
く
開
墾
さ

れ
て
お
り

(捺
娘
輙

旺
朋
一)、
横
領
町
の
約
四
〇
〇
坪
の
競
馬
場
跡
地
に
近
隣
町
村
の
隣
組
員
が
相
寄

っ
て
野

菜
や
麦

・
さ

つ
ま
い
も
な
ど
を
作
り
、
野
菜
で
四
～
五
万
貫
、
さ

つ
ま
い
も
で
約

=
二
万

円

の
収
穫
を
あ
げ
た
と
い
う

(同
十
九
年
十
二

月
二
十
六
日
付
)。
ま
た
平
城
宮
跡
に
そ
ば
を
栽
培
す
る
計
画

も
あ

っ
た
と
い
う

(同
十
八
年
八
月

二
十
六
日
付

)。
各
学
校
で
も
運
動
場
を
開
墾
し
て
さ

つ
ま
い
も
な
ど

の
栽
培
を
す
す
め
た
。
ま
た
、
奈
良
市
で
も
十
九
年
四
月
か
ら
寺
社
の
空
閑
地
利
用
運
動

を
す
す
め
る
し
、
翌
二
十
年
三
月
に
は
春
日
野
運
動
場
を
市
民
に
貸
付
け
て
開
墾
さ
せ
る

こ
と
に
し
て
い
る
。

や
み

米
や
生
活
物
資
を
手
に
入
れ
る
た
め
闇
取
引
が
さ
か
ん
に
な
る
が
、
闇
価
格
が
高
騰
し

て
、
公
定
価
格
の
値
上
げ
と
相
ま

っ
て
国
民
生
活
を
破
壊
し
た
。
参
考
の
た
あ
、
大
阪
の

闇
価
格
を
み
る
と
、
表
17
の
と
お
り
で
あ
る
。

そ
の
う
え
、
ひ
き

つ
づ
き
国
債
の
割
当
が
く
る
し
、
貯
蓄
も
強
制
さ
れ
た
。
十
八
年
に

表17昭 和19年 上期 における大阪の闇価格

品種

配給精米

砂 糖

鶏 卵

牛 肉

里 芋

鰻

単位

1升

1斤(野

1個

100匁(}戮75)

100匁

100匁

公 定価 格

円 銭

.45

.40

.065

1.60

.085

.70

闇 価 格

円 銭
15.00

18.00

.50

11

.25

1.00

山中恒 『暮らしの中の太平洋戦争』(岩波新書)に よる。
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は
、
戦
闘
機

「
奈
良
市
民
号
」
二
機
の
献
納
も
割
当

て
ら
れ
た
。
目
標
額

一
七
万
円
、
各
町
内
会

へ
割
当
て
る
と
と
も
に
特
別
寄
付
を

つ
の
っ
た
と
こ
ろ
、

一
九
万
八
五
八
四
円
九
九
銭
も
集
ま

っ
て
、
七
月
八
日
つ
ぎ
の
よ
う
に
献
納
、
し
ば
ら
く
し
て
命
名
式
が
行
わ
れ

た
。

種

別

艦
上
戦
闘
機

陸
上
戦
闘
機

一 一 機

機 機 数

金

額

八
万
円

一
〇
万
円

献

金

先

津
海
軍
人
事
部

大
阪
師
団
恤
兵
部

命
名
式

九
月
十
二
日

十
月

八
日

式

場

奈
良
県
公
会
堂

鼓
阪
国
民
学
校

第五章 戦争と奈良

「奈良市民号」(宮武テラス氏蔵)

な
お
、
残
金
は
県
大
和
号
献
納
金
に

一
万
五
〇
〇
〇
円
、
海
軍
恤
兵
部
献
納
会
に
二
〇
〇

〇
円
、
式
典
そ
の
他
諸
費
に

一
五
八
四
円
九
九
銭
を
あ
て
た
と
い
う
。

ま

こ

う
し

て
国

民

は
、

「
欲

し

が

り

ま

せ

ん
、

勝

つ
ま

で
は
」

(
十
七
年
十
一

月
当
選
標
語
)
、

大

人

も

子

ど

も

展

望

の
な

い
耐

乏

生

活

を

続

け

ね

ば

な

ら

な

か

っ
た

の

で
あ

る

。

東

寺

林

町

に
在

住

の
本

多

道

枝

さ

ん

が
、

太

平

洋

戦

争

中

の
思

い
出

を

苦

難

の

日

々

綴

っ
た

一
文

(
奈
良
学
芸
大
学
附
属
中
学
校
中
野
薫
・
後
呂

忠
一
編

『父
母
が
語
る
戦
争
の
歴
史
』
所
収
)

を

つ
ぎ

に
掲

げ

、

当

時

の
市

民

生

活

を

う

か

が

っ
て
お

く

こ
と

に
し

よ

う
。

日
本
が
宣
戦
布

告
を
し
た
当

時
は
、

軍
艦

マ
ー
チ
と
共

に
戦
果

が
報
ぜ

ら
れ
、

や
れ
提
灯

行

列

だ
、
旗
行
列
だ
と
、
お
祝

い
気

分
に
浸

っ
て
い
た
が
、
戦
争

が
長

び
く
に

つ
れ
て
、
商
店

は
し

だ

い
に
店
を
し
あ
出

し
、
物
資

が
不
足

に
な
り
始

め
た
。

配
給

制
度

が
し
か
れ
、

延
々
と
列
を

つ
く

っ
て
、
半

日
、
長

い
と
き
は

一
日
も
か
か

っ
て
、
や

っ
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と
買
う

こ
と
が
出
来
る
と

い
う
有
様
だ

っ
た
。

そ
れ

で
も
初
め

の
こ
ろ
は
お
米
も
あ

っ
た
が
、
し
だ
い

に
、
じ

ゃ
が
い
も

・
さ

つ
ま
い
も
が
、
米

の
代

り
に
山

と
配
給

さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。

メ
リ

ケ
ン
粉
が
あ
る
か
と
思
う
と
、
ト

ウ
モ

ロ
コ
シ

・
麦
類
は

い
う
に
及
ば
ず
、
大

豆

・
大
豆
粉

ま

で
主
食

と
し
て
配
給

さ
れ
る
。
砂
糖
も

た

ま

に
は
配
給
も
あ

っ
た
が
、
た

い
て
い
赤
ち

ゃ
ん

の
あ
る
家
だ
け

に
限
ら
れ
、
家

で
塩

味
の
パ

ン
を
作

っ
て
、

そ
れ
で
満
足

し
て
い
た
も

の
だ
。

一

月

に

一
度

の
お
菓
子

の
配
給

で
も
あ
れ
ば
、
子
供
と
同
じ
よ
う

に
親
も
食

べ
た
が

っ
た
。

や
み

物
資
が
不
足
す
る

に

つ
れ

て
、
闇
が
し
だ

い
に
行
わ
れ
、

砂
糖

や
炭

な
ど
は
途
方

も
な
い
値

で
売
買

さ
れ
た
。

ト
ン
、

ト
ン
、
ト

ン
カ

ラ
リ
と
歌

に
も
歌
わ
れ
た
隣
組
が
出
来
、
防
空

に
、

配
給

に
、
応

召
兵

士
の
見
送

り
に
と
、
銃
後

の
守

り
に
手
を

つ
な

ぎ
あ

っ
て
、
外
敵

に
む
か

っ
た

の
も

こ
の
時
だ
。

主
食

の
配
給
が
少
な

い
上

に
、
副
食
物
は
無
く
、
今

で
は
食

べ
る

の
に
不
平
を
い
う
よ
う
な
、
菜

っ
葉

・
玉
葱

の
葉

・
さ

つ
ま
い
も
の

つ
る

ま

で
取
り
あ
う
よ
う

に
し

て
買

っ
た
。
な
ん
ば
粉

の
パ

ン
を

一
月

に

一
度

配
給
さ
れ
た
が
、

そ
れ
で
も
喜

ん

で
も
ら
い
に
行

っ
た
。

お
金

が
あ

っ
て

も
買
え
な

い
米

・
野
菜
類
は
、
町

の
人
達
が
村

へ
出
か
け
、

百
姓

か
ら
こ

っ
そ
り
分

け

て
も
ら

っ
た
り
し
た
。

国
防
婦
入
会
が

つ
く
ら
れ
た

の
も

こ
の
時
代
だ

っ
た
。
母
が
町
内
婦

人
会
長

と
し
て
、
着
物

に
白

エ
プ

ロ
ン
姿

で
応

召
兵
士

の
あ

る
度
毎

に
、

祝
辞
を
述

べ
た
り
、
傷
病
兵
慰
問

に
遠
く
外
地

に
い
る
兵
隊

に
慰

問
袋

を
送

っ
た
り
、
柳
本

の
飛
行
場

づ
く
り
、
農
繁
期

の
手
伝

い
、
防
空

壕
づ

く
り
な
ど
を
し
た
。
ま
た
、
綿

の
い

っ
ぱ
い
入

っ
た
防

空
頭

巾
を
か
ぶ
り
、
筒
袖

・
モ
ン
ペ
姿

で
班
長

と
し
て
、
男

の
人

に
ま
じ

っ
て
指
揮

を
し

て
い
る
母

の
姿
は
今
思

い
出
す
と
お
か
し
く
な
る
。

た
ん
か

ご
く
ら
く
い
ん

わ
ら

連
隊
か
ら
衛
生
兵

に
来

て
も
ら

っ
て
、
包
帯

の
巻
き
方
、

担
架

の
か
き
方

を
習

っ
た
り
、
極
楽
院

で
軍
事
教
練

が
始

ま
り
、
藁
人
形
を
竹

槍

で

け
い

こ

突
く
稽
古
は
そ

の
時
は
真
剣
そ

の
も

の
だ

っ
た
。

ひ
び

空
襲
警
報

の
サ
イ

レ
ン
が
鳴
り
響
く
と
、
真

夏

で
も
防
空

服
に
身
を

固
め
、

そ
れ
ぞ
れ
の
持

ち
場

に

つ
く
。
家

々
に
は
防
火

用
水
や
砂
を
置
き
、
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焼
夷
弾

に
備
え

た
。
洗
濯
物

は
敵

の
目
標

に
な

る
と
、
急

い
で
取
り
入
れ
る
し
、
夜
は
空
襲
警
報

の
サ
イ

レ
ン
が
鳴
り

ひ
び
く
と
す
ぐ

に
電
灯

を

ま
つ
く
ら
や
み

消
す

の
で
真
暗
闇
と
な

る
。

そ
の
と
き
、
泣
く
赤
ち

ゃ
ん
を
あ
や
し
、
お
び
え
る
子
供
を
力
づ
け
防
空
壕

に
入
る
。
湿
気
が
鼻
を

つ
き
、
水

の
た

ま

っ
て
い
る
所
も
あ

る
始
末

で
、
子
ど
も

は
と

て
も

い
や
が

っ
た
。

ラ
ジ
オ
は

一
日
中
か
け

っ
ぱ
な
し
、
敵
機

の
動
勢

に
神
経
を
と
が
ら
せ
た
。

食
糧

の
大
部
分

は
防
空
壕

に
入
れ
、
何
時

で
も
す
ぐ
食

べ
ら
れ
る
も

の
を
少
し
子
供

に
持
た
せ
、
寝
る
と
き
は
枕
元
に
置
か
せ
た
。

大
都
市

の
人
達
が
ど
ん
ど
ん
奈
良

に
疎
開
し

て
来
ら
れ
る
と
、
奈
良

で
い
る
も

の
で
さ
え
、
じ

っ
と
し

て
お
ら
れ
な
く
な
り
、
家
財

を
田
原

や

お
し
く
ま

な
が
も
ち

押
熊
な
ど

の
山
中

へ
疎
開
さ
せ
た
。
乗
物

に
ゆ
ら
れ
ゆ
ら
れ

て
、
積
ん

で
い
た
タ

ン
ス
や
長
持
な
ど
が

こ
わ
れ

て
困

っ
た
も
の
だ

っ
た
。

空
地
と

い
う
空
地
は
、
家
庭
菜
園

に
な

っ
た
が
、
そ
れ

で
も
食
糧
が
足
ら
な
い

の
で
、
屋
根

に
大
き
な
箱

を
置
い
て
野
菜
を
作

っ
て
い
る
所

も

方

々
に
あ

っ
た
。

私

の
家

で
も
家
か
ら
約

一
里

(約
四
キ
ロ
)
も

へ
だ
た

っ
た
佐
保
丘
陵

の

一
角

の
荒
地

を
買

っ
て
開
墾

し
た
。
毎

日
土
地
を

耕

し
種

子
を
藤

き
、

脹

し
を
車

に
の
せ

て
運
ぶ

こ
と
は
今

で
は
と

て
も

で
き
な
い

こ
と
だ
。

開
墾

し

て

一
年

間
ほ
ど
は
、

ろ
く
に
収
穫

も
な
か

っ
た
が
、
土
地
も
肥

え

て

作
物
が
と
れ
る
よ
う

に
な
る
と
、
知
ら
ぬ
ま

に
誰
か

に
と
ら
れ

て
し
ま

っ
て
が

っ
か
り
し
た
こ
と
も
あ

っ
た
。

け
れ
ど
も

こ
れ

で

一
家

が
ど

れ

ほ

ど
助
か

っ
た
か
分
か
ら
な
い
。

食
糧

不
足

で
町

で
は
犬

猫

の
姿

さ
え
見
ら
れ
な
く
な

っ
た
。

薪
は
欠
乏
し
、
日
を
決

め

て
、
町
内
総
出

で
奥
山

へ
木
を
切

り
出

し
に
行

っ
た
こ
と
も
あ

る
。
手
あ

た
り
し
だ

い
木
を
も

や
し
、
中

に
は
床
板

ま

で
は
が
し

て
も
や
す
人

も
あ

っ
た
。

お
風
呂
は
又
も

の
す
ご

い
有
様

で
、

人
が
湯
船

に

一
ぱ

い
な
の
に
ま
だ

そ
の
上

へ
上

へ
と
入

る
の
で
、
中

に
入

っ
て
い
る
人

の
ひ
ざ
の
上

に
坐

っ

た
り
、

お
湯

を
汲
む
す
き
も
な
く
、
入

っ
て
い
る
も
の
は
出

る
こ
と
も

で
き
ず
、
け

ん
か
ご

し
で
あ

っ
た
。
風
呂
屋
と
親
し
い
も

の
は
、
物
を
持

っ

て
行

っ
て
、

風
呂

の
あ
く
時
間

よ
り
先

に
入
れ

て
も
ら

っ
て
、
表

で
待

っ
て
い
る
人
と
悶
着
を
お

こ
し

た
。
人

々
は
し
だ

い
に
殺
気
立

っ
て
い
く

の
が
感

じ
ら
れ
た
。
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つ
り
が
ね

金
属

の
供
出

が
叫
ば

れ
、
私
達

は
ナ
ベ

・
カ

マ

・
バ
ケ

ツ

・
火
鉢

・
鉄
び

ん
な
ど
を

こ
ぞ

っ
て
供
出
し
た
。
ど

こ
そ
こ
の
お
寺

の
釣
鐘
が
供

出

さ
れ
た
と
か
、

だ
れ
そ
れ
の
銅
像
も
だ

と
、
毎

日
報
ぜ
ら

れ
、
戦
争

は
い
よ
い
よ
激
化
し

た
。

毎

日
方

々
の
都
市

が
爆
撃

さ
れ
、

そ
の
悲
惨

な
状
況
を
新
聞

で
見

る
た
び

に
、
何
時
か

は
自
分
達

の
上

に
も

や

っ
て
来

る
の
だ
と
、
毎

日
び
く

び
く
し

て
暮

し
て
い
た
。
広
島

・
長
崎

に
落

さ
れ
た
爆
弾

の
恐

ろ
し
さ
、

ピ
カ

ッ

・
ド
ン
と

い
う
間

に
何
十
万
も

の
入
が
死

ん
だ

そ
う
だ
と
入

々

は
寄
る
と
さ
わ
る
と
ピ
カ
ッ
・
ド
ン
の
恐
し
さ
を
話
し

あ
っ
て
ふ
る
え
上
が
っ
た
。

市
内
や
近
隣
農
村

の
農
家

に
は
、

供

出

供
出
の
負
担
が
重
く
か
か

っ
て
き

た
。
昭
和
十
七
年

(
一九
四二)
か
ら
は
、
自
家
保
有
分
を

除
く
主
要
食
糧
を
強
制
的
に
政
府
が
買
上
げ
る
強
権
供

出
が
始

っ
た
。
市
内
の
紀
寺
町
で
は
、
昭
和
十
八
年
度

の
割
当
二
二
九
石
を
十
二
月
十
九
日
に
完
納
す
る
好
成

績
を
あ
げ
る
が
、
こ
れ
は
、
割
当
通
知
の
あ

っ
た
日
に

常
会
を
開
い
て
供
出
完
遂
奉
公
隊
を

つ
く

っ
て
各
農
家

の
指
導
監
督
に
あ
た
る
と
と
も
に
公
平
な
割
当
を
し
た

こ
と
に
あ
る
と
い
い
、
東
市
村
で
十
九
年
度
の
割
当
量

二
九
八
九
石
の
完
納
の
見
込
み
が
立

っ
た
の
は
、
各
大

字
毎
に
食
糧
増
産
突
撃
中
隊
を
組
織
す
る
と
と
も
に
農

表18辰 市村大字東九条の農産物供出

常会の年 月 日

昭和17.7.8

..

.;

昭 和18.2.8

6.8

〃

8.8

9.7

9.15

9.21

11.8

昭 和19.1.1

2.16

3.23

作物の種類

稲藁

軍用馬糧

乾燥野菜

米

麦

蚕豆

軍需用干草

軍需用ズイキ

藁

馬糧

軍需用切干大根

米(供出完了)

藁

同上

割当量 ※供 出量

435貫

3・梱(単 位42㎏11貫200匁)

数量未定

※完了分215石(第2回 供米申込量96石)

198石

11石7斗

15包(187貫5)

16貫(各 戸平均200匁)

40貫

各組100貫

反当 り35貫

「辰市村東九条常会議事録」(東九条町有文書)に よる。
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業
者
以
外
の
家
族
は

一
日
二
合
三
勺
と
い
う
思
い
切

っ
た
節
米
策
を
立
て
た
お
か
げ
だ
と
い
う
報
道
が
あ
る
。
し
か
し
、
供
出
割
当
量

が
多
き
に
過
ぎ
、
「供
出
の
た
め
前
年
の
く
い
だ
め
も
次
年
の
は
や
ぐ
い
も
全
部
使
い
果
た
し
て
、
村
内
の
食
糧
事

情
は
、
非
常
な
悪

化
を
見
る
こ
と
に
な

っ
た
」
柳
生
村
の
よ
う
な
と
こ
ろ
も
あ

っ
た

(
『柳
生
の

さ
と
』

)
。

米
や
麦
の
供
出
の
ほ
か
、
い
ろ
い
ろ
の
も
の
が
軍
用
に
徴
発
さ
れ
た
。
す
で
に
早
く
十
三
年

に
伏
見
村
か
ら
軍
事

用
梅
干
三
六
貫
を

供
出

(翌
年
に

二
八
貫
)、
十
八
年

一
月
富
雄
村
に
、
米
七
七
三
六
石
、
麦
五
二
八
石
四
斗
の
ほ
か
、
軍
馬
用
干
草

一
九
九
梱

(一一論
四
)、
ば
れ
い

し

ょ
六
二
〇
〇
貫
、
蚕
豆
四
〇
石
、
さ

つ
ま
い
も

一
万
六
〇
〇
〇
貫
、
軍
用
ズ
イ
キ

一
五
貫
、
稲
藁
八
貫
、
軍
需
用
切
干
大
根
三
七
貫
、

木
材
七
九
九

一
石
の
供
出
割
当
が
あ

っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る

(富
雄
中
町

有
文
書

)
。
十
七
年
か
ら
十
九
年

に
か
け

て
の
辰
市
村
東
九
条
の
場
合

第五章 戦争と奈良

金買入 れ証書(北 椿尾町有文書)

は
、
お
よ
そ
表
18
の
と
お
り
で
あ
る
。

ま
た
、
二
十
年
に
入

っ
て
伏
見
村
に
は
、
軍
用
と
し
て
ず
い
き

・
切
干
大
根

・
乾
燥
よ
も

ぎ

・
す
り
ぬ
か

・
稲
藁
な
ど
の
供
出
が
命
じ
ら
れ
て
い
る

(
「伏
見

町
史
』
)。

す

で
に
昭
和
十
三
年

(1九>>1J

七
月
、
県
の
主
導
で

「
ど
ん
な
屑
物

で

金

属

の

回

収

も
お
金
に
な
る
/
然
も
古
金
古
鉄
は
国
家
に
必
要
」
と
し
て
廃
品
回
収

運
動
が
始
め
ら
れ
て
い
た
が

(『奈
良
新
聞
』

七
月
六
日
付
)
、
翌
十
四
年
か
ら

「
金
集
中
運
動
」
が
始
ま

っ
た
。

五
月
十
九
日
、
市
長
か
ら

「民
間

二
於
テ
所
有

ス
ル
金

ヲ
集
中
ス
ル
ノ
緊
要
ナ
ル
ヲ
認
メ
、

府
県

ヲ
中
心
ト
シ
テ
銀
行
信
託
会
社
等

二
委
嘱
シ
、
金
ノ
買
上
ヲ
行

フ
コ
ト
ニ
決
定
」
し
た

旨
、
各
町
総
代
宛
に
通
達
が
出
さ
れ
、
十
五
日
か
ら

一
週
間
で
、
表
19
に
見
ら
れ
る
よ
う
に

市
民
か
ら
金
貸
や
金
製
品
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
市
長
以
下
市
の
職
員
も
金
貨

・
時
計

・
指

輪

・
帯
止
め

・
ネ
ク
タ
イ
ピ
ン
な
ど
を
提
供
し
た
と
い
う

(
『奈
良
新
聞
』
昭
和
十
四

年
六
月
二
日
、
六
日
付

)
。
東
市
村
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で
は
、
県
の
指
示
に
よ
っ
て
、
金
保
有
調
査
委
員
や
金
売
却
勧
奨
委
員
な
ど
を
選
任

し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る

(鹿
野
園
町

有
文
書

)
。

し
か
し
、
金
属
の
回
収
が
本
格
的
に
実
施
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
の
は
、
十
六
年

八
月
金
属
回
収
令
が
公
布
さ
れ
、
翌
十
七
年
五
月
同
令
に
よ
る
強
制
譲
渡
命
令
が
発

ふ
る
が
ね

動

さ
れ
て
か
ら
で
あ
る
。
古
鉄
や
廃
品
に
と
ど
ま
ら
ず
、
寺
院
の
仏
具
や
釣
鐘
を
は

か
ね

じ
め
公
共
施
設

の
鉄
棚
や
記
念
像
、
家
庭

の
金
火
鉢
や
金
火
箸

・
鉄
び
ん

・
銅
の
花

び
ん
か
ら
蚊
張

の
釣
手

に
い
た
る
ま
で
、
町
内
会
を
通
じ
て
継
続
的
に
回
収
が
実
施

さ
れ
た
。

十
七
年

の
は
じ
め
、
川
上
突
抜
町
の
金
光
教
奈
良
教
会
か
ら
銅
製
灯
籠
二
基

の
献

納
が
あ
り
、
東
向
北
町
か
ら
は
溝
蓋
五
七
個

(五
三
〇
貫

三
〇
〇
匁
)
と
古
釜

一
個

(筋
○
)

の
供

出
が
あ

っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
し
、
同
年
十

一
月

に
は
、
橋
本
町
に
あ

っ
た
戦
時
物

資
活
用
協
会
に
市
民
三
〇
余
人
か
ら
白
金
の
腕
時
計
や
鎖

の
ほ
か
金
銀

の
製
品
が
寄

表19金 貨 ・金 製 品 の売 却(昭 和14年5月15日 ～5月21日)

金貨 金製品

件 円 銭 件 点

南 都 銀 行 本 店 11(1315.94) 86 229

三和銀行奈良支店 2(101.01) 18 50

不動貯金奈良支店 1(57.72) 14 30

勧 銀 奈 良 支 店 2(15.44) 3 9

大 和 貯 蓄 本 店 6(225.09) 11 30

奈 良 信 託 会 社 2(86.88) 12 12

南都元興寺 支店 3 12

南 都 手 貝 支 店 2 5

計 149 337

『奈良新聞』昭和14年5月25日 付から作成。

 

せ
ら
れ
た
と
い
う
。
市
内
の
ポ
ス
ト
も
回
収
さ
れ
て
朱
塗
り
の
木
製
ポ
ス
ト
に
か
え
ら
れ
た
。
ま
た
十
八
年

一
月

に
は
、
本
薬
師
町
の

某
氏
が
父
の
胸
像
を
供
出
し
た
こ
と
に
感
激
し
た
隣
組
の

一
五
軒
か
ら
、
結
婚
記
念

の
花
器
や
祖
先
伝
来

の
唐
火
鉢

な
ど
二
五
〇
点
余

り
の
供
出
が
あ

っ
た
と
の
報
道
も
あ
る
。
し
か
し
市
当
局
か
ら
の
依
頼
に
全
面
的
に
応
じ
な
い
向
き
も
あ

っ
た
よ
う
で
、
十
八
年
九
月
、

商
店
の
看
板
や
会
社

・
銀
行
な
ど
の
ス
ト
ー
ブ
が
か
な
り
残

っ
て
い
る
の
で
、
市
職
員
が
直
接
出
向
い
て
供
出
方
を
催
促
し
て
い
る
。

一
般
家
庭
で
も
、
愛
着
が
強
く
て
手
放
さ
な
い
も
の
も
あ

っ
た
と
み
ら
れ
る

(
『朝
日
新
聞
』
奈
良
版
昭
和
十
七
年
一月
二
十
四
日
、
十
一月
六
日
、
十
八

年
一月
二
十
一日
、
二
月
七
日
、
九
月
二
十
九
日
付
、
東
向
北
町
有
文
書

)
。

十
八
年
九
月
、
あ
や
め
池
遊
園
地
か
ら
遊
覧
施
設
が
回
収
さ
れ
た
。
あ
や
め
池
遊
園
地
は
、
時
局
に
対
応
し
て
あ
や
め
池
科
学
広
苑
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と
改
称
、
海
軍
科
学
館

・
航
空
科
学
館

・
落
下
傘
塔
な
ど
の
施
設
を
ふ
や
し
て
い
た
の
だ
が
、
天
馬
快
走
車

・
飛
行
塔

・
汽
車

・
快
速

艇

・
巡
り
搖
藍

・
鳥
人
金
綱
な
ど
の
施
設
を
供
出
し
た
の
で
あ
る
。
花
園
ラ
グ
ビ
ー
場
の
ス
タ
ン
ド
の
鉄
傘
も
撤
去

・
回
収
さ
れ
た
。

遊
園
地
の

一
部
は
開
墾
さ
れ
て
い
も
畑
に
な

っ
た
と
い
う

(
『近
畿
日
本
鉄
道
50
年
の
あ
ゆ
み
』、
『伏
見
町
史

日
新
聞
』
奈
良
版
昭
和
十
八
年
九
月
二
十
四
日
付
』
『3
。

春
日
神
社
か
ら
は
、
十
八
年
以
降
日
露
戦
争

の
戦
利
品
の
大
砲
や
手
水
屋
の
鹿
の
像
、
幣
殿
東
側
の
鹿
の
像
そ
の
他
雑
具
が
供
出
さ

れ
た

(春
日
文
化
研
究
室

長
大
東
延
和
氏
談
)
。
も
ち
ろ
ん
市
内
や
近
郊
農
村
の
寺
院
や
神
社
か
ら
も
釣
鐘
そ
の
他
の
供
出
が
あ

っ
た
。
東

大
寺

で
は
、
十
七

年
十

一
月
に
大
仏
殿
の
銅
幡
を
供
出
し
た
の
を
は
じ
め
、
二
月
堂
の
釣
灯
籠

(五
、
六

〇
基

)

・
手
水
鉢
、
知
足
院
の
吊
鐘

の
ほ
か
諸
堂
の
仏

旦
ハな
ど
を
供
出
し
た
。
い
ず
れ
も
慶
長
以
降
の
も
の
で
、
国
宝
に
指
定
さ
れ
て
い
た
も
の
は
す
べ
て
除
外
さ
れ
、
回
収
の
対
象
と
な

っ

金属 の供 出(藤 井辰三氏蔵)

た
二
月
堂
の
金
具
は
、
急
遽
二
月
堂
を
特
別
保
護
建
造
物
に
指
定
し
て
も
ら

っ
て
難
を
ま

ぬ
が
れ
た
と
い
う

(東
大
寺
史
研
究
所

長
堀
池
春
峰
氏
談
)。

な
お
、
樹
木

(と
く
に

松
材

)
の
供
出
も
命
じ
ら
れ
て
春
日
奥
山
の
伐
木
も
す
す
め
ら
れ
た
し
、

十
九
年
に
は
公
園
内
に
つ
く
ら
れ
た
県
庁
職
員
用
の
防
空
壕
に
奥
山
の
松
木
が
用
い
ら
れ

た
り
し
た
。
翌
二
十
年
、
軍
部
か
ら
公
園
の
松
木
の
供
出
を
強
要
さ
れ
た
が
、
小
田
成
就

知
事
は
そ
の
撤
回
を
求
め
、
公
園
の
松
を
守

っ
た
と
い
う

(
『奈
良
公

園
史
』

)。

太
平
洋
戦
争
の
開
始
前
後
か
ら
、
各
種
の
団
体
や
職
域
ご
と
に
勤
労

勤

労

報

国

隊

報
国
隊
が
結
成
さ
れ
、
働
き
手
の
減

っ
た
軍
需
工
場
や
鉱
山
や
農
村

に
赴
い
て
労
務
に
協
力
す
る
よ
う
に
な

っ
た
。
昭
和
十
八
年

(
一九四
三)

の

「事
務
報
告
書
」

に
載
せ
ら
れ
て
い
る
事
例
を
整
理
す
る
と
表
20
の
と
お
り
で
あ
る

(欟
飆
鄰
構
靴
町
嵶
靤
齣
凉
螂
黼

簸
嗹
龝
瞥
嘛
確
講
爆
族
礫
)。
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『朝
日
新
聞
』
(奈
良
版
)
に
よ
れ
ば
、

こ
の
ほ
か
に
も
十
八
年

一
月
県
建

築
報
国
隊
奈
良
支
部
が
防
空
監
視
哨
の
施
設
充
実
の
た
め
勤
労
奉
仕
に
赴
き
、

十

一
月
十
七
日
か
ら
県
鮮
魚
介
小
売
商
奈
良
支
部
勤
労
報
国
隊
五
〇
余
人
が

市
内
の
四
鉄
工
所

で
作
業
に
従
事
し
、
十
二
月
に
は
奈
良
市
商
業
報
国
会
の

勤
労
報
国
隊
二
八
人
が
、
国
鉄
奈
良
駅
で

「戦
闘
帽

・
作
業
服
に
巻
脚
絆
、

り

り

"
国
鉄
輸
送
協
力
隊
"
の
腕
章
も
凛
々
し
く
、
貨
物
の
積
み
下
し
、
小
口
貨

物

の
集
荷

・
配
達
な
ど
は
げ
し
い
筋
肉
労
働
に
奮
戦
し
た
」
こ
と
が
知
ら
れ

る
。近

郊
の
農
村
に
は
県
か
ら
勤
労
報
国
隊
員

の
割
当
が
あ

っ
た
よ
う
で
、
十

八
年
十
二
月
東
市
村
に
対
し
四
人

(他
に
補
欠

要
員
三
人
)

の
長
期
隊
員

(
傷
勤
朔
)

の
割

当
が
あ
り
、
各
大
字
の
区
長
宛

一
人
ず

つ
選
出
す
る
よ
う
通
達
を
出
し
て
い

る

(鹿
野
園
町

有
文
書

)。

な
お
、
昭
和
十
八
年
九
月
国
内
必
勝
勤
労
対
策
が
閣
議
決
定
さ
れ
、
二
五

歳
未
満
の
未
婚
の
女
子
を
勤
労
挺
身
隊
と
し
て
動
員
す
る
こ
と
に
な
り
、
未

就
職
の
女
子
中
等
学
校
卒
業
生
を
主
な
対
象
と
し
て
女
子
勤
労
挺
身
隊
の
結

表20国 民勤労報 国隊の出動状況(昭 和18年)

月 職種.団 体.学 校 人数 行 先

1 奈良市和服裁縫組合 150 京都府祝園部隊

i 菓子小売商業組合

衣 服 更 生 組 合 ・ 150 同上

繊維小売商業組合.
5 食糧品小売商業組合 25 山口県沖ノ山炭坑

6 奈良市女子青年産業報

国隊

600
添上郡田原村、柳生村

奈 良 市 健 民 修 練 生 50 同上

奈良女子師範学校生徒 50 同上

8 奈 良 製 墨 工 業 組 合 75 京都府祝園部隊

10 奈良女子青年国民勤労 150 堺市福助足袋株式会社

報国隊 大阪鐘渕紡績会社淀川工場

南河内光洋精工株式会社国分工場

「昭和十八年事務報告書及財産表」(奈良市役所)よ り作成。

 

成
が
す
す
め
ら
れ
た
。
出
身
学
校
を
単
位
に
編
成
さ
れ
る
場
合
が
多
か

っ
た
が
、
十
八
年
十

一
月
末
の
奈
良
市
に
お
け
る
女
子
勤
労
挺

身
隊
の
結
成
状
況
は
表
21
の
と
お
り
で
、
割
当
人
員
を
大
き
く
下
ま
わ

っ
て
い
た
。

十
二
月
十
九
日
、
橿
原
建
国
会
館
で
壮
行
式
が
行
わ
れ
、
出
身
学
校
別
に
工
場

へ
出
動
し
た
。
市
内
の
女
学
校
の
動
員
先
は
、
女
高
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師
附
属
高
女
が
日
本
絖
麻
株
式
会
社

(油
阪
町

)
、
育
英
高
女
が
飛
鳥
井
絹
麻
工
場

(離
紀
)

で
あ

っ

た
。
翌
十
九
年
八
月
女
子
挺
身
勤
労
令
が
公
布
さ
れ
て
、
未
婚
女
子
の
動
員
が
本
格
化
す
る

(
『朝
日
新
聞
』
奈
良
版
昭
和

十
八
年
十
二
月
十
二
日
付

)。

翌
十
九
年
三
月
、
県
宗
教
団
体
連
合
会

で
は
鉱
山
勤
労
報
国
隊

(彪
ハ)
を
結
成
し
て

「
山
口

県
沖

ノ
山
炭
坑

へ
進
軍
、
最
初

の
僧
侶
部
隊
と
し
て
注
目
」

さ
れ
た
と
い
う

(
『朝
日
新
聞
』
奈

良
版
三
月
九
日
付
)
。

奈
良
市

で
も
各
町
内
か
ら
計
九
〇
人

の
鉱
山
勤
労
報
国
会
を
結
成
、
三
月
二
十

一
日
壮
行
式
を
行

っ

て
九
州
の
三
池
炭
坑

に
赴
き
約
二
か
月
の
労
働
に
し
た
が

っ
て
い
る
し
、
六
月
に
は
大
宮
校
区
の

ほ
う

大

日
本
婦
人
会
奈
良
支
部
の
会
員
が
輸
送
幇
助
隊
を
組
織
し
、
五
日
か
ら
日
通
奈
良
支
店

の
滞
貨

一
掃
に
乗
り
出
し
、
七
日
か
ら
は
下
三
条
町
の
婦
人
会
員
も
出
動
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る

(桐
鰡
靹

肥
謂
仇
酣
印
一籵
彫
畑
ピ
価
)
。
と
は
い
え
こ
れ
ら
は
た
ま
た
ま
管
見
に
及
ん
だ
も
の
に
と
ど
ま
り
、

ほ
か

に
も
勤
労
奉
仕
に
動
員
さ
れ
た
勤
労
報
国
隊
は
多
か

っ
た
で
あ
ろ
う

(学
校
勤
労
報
国
隊
に
つ

い
て
は
第
三
節
1

)
。

表21奈 良市の女子勤労挺身隊結成状況

校 名 割当人員 結成人員

育

女高師附属高女第1部

同 第2部

英 高 女

105人

52

157

23人

4

30

奈良県全体 2003 888

奈良県 「女子勤労挺身隊結成状況調、昭和18年11月3
日現在」による。奈良市立高女はまだ卒業生を出して

いなかった。
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